研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑在宅介護支援センター　　　　職　種　看護師　　　　氏　名　村本　順子

	期　　間　　平成　20年　10月　29日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　青森県地域包括・在宅介護支援センター協議会研修会

	出 張 先　青森市　ウェディングプラザ　アラスカ

	


考察

　

これからの課題は地域のネットワーク作りであると全国的にも言われている。八戸市でも見守　　　りネットワーク作りをすすめてきている。当在介でも３年目でやっと１箇所立ち上げたが、今後の進め方について検討している段階である。今回地域支援についても、個人の支援の場合と同じで、情報収集・アセスメント・プラン・実行という流れをしっかりやっていけばいいとの説明があり、これまでの進め方についてどうだったのか考えさせられた。担当地区の情報収集がどれだけ出来ているのか？　今年度上司に指導を頂き、地区ごとの老人クラブ組織、町内会組織などの情報が整理されておらず、実態把握や介護予防教室なども偏った地域でのみ行っていることに改めて気づいた。以前からの担当であった地区においても情報収集・整理ができていなかった。　　そのためアセスメントが十分でなく間に合わせの計画しか立てられなかったというのが現実であった。その地域で何が課題で、何を目標にして関わっていくのかを明確にして、介護予防教室など地域行事に参加することを意識して行うことが、重要であると実感していた。あらためて、plan do see が基本であること、プロセスをしっかりやっていくことがネットワーキングにおいても重要であると説明があり、これからの活動にむけて課題を明確に出来たように思う。

問題が起きる前に発見できる、また、介護予防が自らできる町作りへの支援が出来るよう、今年度は何が出来るのか？来年度にどう結び付けていくのか？まずは情報収集・アセスメントをしっかりとやり直して計画・実行に結び付けて生きたいと思う。

内容　資料１参照

１、開会挨拶

　　　　青森県地域包括・介護支援センター協議会

　　　　　会　　長　　坂　本　美　洋　

　　　　　

　　　取り巻く現状は厳しいが、引き続き包括支援センター、在宅介護支援センターの有効性をアピールしていきましょうと挨拶があった。

２、講　演

　　　「地域包括支援センター・在宅介護支援センター事業の連携と課題について」

　　　　　大阪市立大学大学院　教授　白澤　政和　氏

　　　

　　①　　現在の問題　①居宅介護支援事業所の報酬が低い。（平均19％の赤字）

　　　　　　　　　　　②介護職の離職率が高い。

　　　　　　　　　　　③介護予防事業の効果に疑問

　　　　　　　　　　　

・特定高齢者事業の効果はあまりないとデータが出ている。

　　　　　　　　　　　・要支援から要介護になるのを予防できたと国は発表しているが、認定が厳しくなっただけではないかという疑問が残る。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　地域包括支援センターは何をしておかなければならないのか？　

　

　　②　　包括支援センター・在宅介護支援センターの課題

　　　　

　　　　　　　在宅介護支援センターは何をしたか？　

→ケアマネージメントの仕事を定着させた。

　　　　　　　

　　　　　　　課題：中学校区でやるケアマネージメントとは何か？

　　　　　　　　　　介護予防が出来る町作りが出来ていたのか？

　　　　　　　　　　悪くなる前に発見できる地域の仕組みがつくれたか？

　　　　　　　　　

　　　　　　地域のネットワーク作りができないと役割が果たせずなくなってしまう。

　　③　　めざす方向性

　　　　　　　

　　　　　　ケアマネージメントは出来ればうけず、自分の人生は自分で決めたほうがよい　

　　　　　　→　情報提供だけでも支援。

　　　　　　　　早く問題を発見・プランで改善。ケアマネージメントを受けなくて住むように

　　　　　　　ネットワーキング技法が求められる。　　　　　

　　　　　　　資源開発・ボランティア育成　　　　　　　　　

　　④　　ネットワークつくりをどう進めていくか？

　　　

　　　　　　　Plan do see    　  個人のニーズ→plan

                                　　地域のニーズ→plan

　　　　　

　　　　　　　ニーズを把握する　　　　　　・　調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　個人の支援から見出していく

　　　　　　　　（日本では圧倒的に事例から地域課題を見出していく形が多い）

　　　　　　　　　　　↓　

　　　　　　　　プロセスをしっかりやる　　　・　アセスメント、プラン

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　交渉　　　　　　　　　　　　・　交渉力については経験の中で培う為差がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３、昼食休憩

４、ワークショップ

　　　「課題の解決に向けての具体的対策」

　　　　　進行　三上　直樹（調査研究委員長・長慶苑在宅介護支援センター）

　　①「地域とのかかわり」について、8人～9人のグループで検討。

②　各施設で行っていることをポストイットに書き込み

③　張り出し、意見交換

④　やってみたいことをポストイットに書き込み

⑤　張り出し、意見交換

⑥　まとめ

⑦　発表

　　　

　　各グループで出た意見　・一人一役ボランティア

　　　　　　　　　　　　　・世帯間交流が出来る施設つくり

· ボランティア育成

· 小中学校での高齢者・生徒・地域住民が相互に学ぶシステム作り　他

　　まとめ

　　　　新しい公共の時代がきている。

行政に何かしてもらってするのではなく、自分たちで立ち上げる。

地域包括支援センターはプラットホーム。地域と施設　２wayで支える。

          　①介護保険だけでは難しい支援　←地域で補う

　　　　　　②高齢者自身が自分で役割を持って活動する

　　　　　　③高齢者を支えるボランティア活動

　　　　露出度を高めないと活動できない。土台作り。

　　　　

　　　　次回は自分のところでどう地域にアプローチしていくのかという展開にむける。　

　

· 配布資料

　　・青森県社会福祉施設経営者協議会　

Ｈ２０年度次世代法人経営者セミナー　開催要項　　　資料２

　　・第５７回青森県社会福祉大会併催　福祉機器展　案内　　　　　　　資料３

　　・第５７回青森県社会福祉大会　案内　　　　　　　　　　　　　　　資料４
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面でアプローチ














